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江別市自治会連絡協議会創立 60 周年記念特集

楽しく関わる、

地域とつながる

　江別市自治会連絡協議会は、自治会同士の情報共有や連携を支える組織で、今年で創立 60 周年を迎えました。

現在、161 の自治会が加入しています。本特集では、60 周年の歩みを振り返りながら、これまでの活動を通し

て育まれてきた地域のつながりと、自治会活動のこれからを考えます。

 市民生活課 ☎ 381-1018

地
域
を
思
う
気
持
ち
が
支
え
た
60
年

　　

創
立
60
周
年
と
い
う
節
目
に
携
わ
る
こ
と
が

で
き
、
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。
自
治
会
連
絡

協
議
会
が
発
足
し
た
当
時
は
、
江
別
市
の
人
口

が
増
え
、
地
域
に
活
気
が
満
ち
あ
ふ
れ
た
時
代

で
し
た
。
地
域
を
自
分
た
ち
の
手
で
良
く
し
て

い
こ
う
と
い
う
思
い
を
持
っ
た
方
々
が
多
か
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

私
の
住
む
上
江
別
地
区
で
は
、
約
50
年
前
に

自
治
会
館
を
建
て
る
と
き
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

費
用
の
一
部
を
出
し
合
っ
た
そ
う
で
す
。
自
分

た
ち
の
地
域
に
必
要
な
場
所
を
、
自
分
た
ち
で

作
り
た
い
と
い
う
思
い
が
、
そ
こ
に
あ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

各
自
治
会
で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
活
動
や

地
域
へ
の
思
い
が
、
自
治
会
同
士
の
つ
な
が
り

を
支
え
る
協
議
会
の
歩
み
に
つ
な
が
っ
て
き
た

と
思
い
ま
す
。

顔
の
見
え
る
関
係
が
、
暮
ら
し
を
支
え
る

　

自
治
会
の
活
動
は
、
回
覧
板
を
回
す
こ
と
や

地
域
行
事
の
運
営
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
排

雪
や
ご
み
集
積
所
の
管
理
、
花
壇
整
備
、
福
祉

活
動
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
活
動
も

江別市自治会連絡協議会

会長 砂
すながわ

川 英
ひ で お

雄 さん

多
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
や
行
事
を
通
じ
て
顔
見
知
り

が
増
え
る
こ
と
が
、
自
治
会
の
大
き
な
役
割
だ

と
思
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
相
手
が
で

き
る
こ
と
で
、
困
っ
た
と
き
に
も
声
を
掛
け
や

す
く
な
り
ま
す
。
顔
の
見
え
る
関
係
が
あ
る
こ

と
は
地
域
の
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

地
域
に
日
頃
か
ら
声
を
掛
け
合
え
る
関
係
が

あ
る
こ
と
で
、
市
か
ら
届
く
情
報
な
ど
を
地
域

の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
り
、
地
域
で
出
た
声
を
市

に
つ
な
い
だ
り
す
る
橋
渡
し
が
し
や
す
く
な
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

楽
し
い
か
ら
、
人
が
集
ま
る

　

自
治
会
活
動
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
活

動
す
る
人
自
身
が
楽
し
く
関
わ
れ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
役
員
が
負
担
ば
か
り
感
じ
て
い
て
は
、

活
動
を
続
け
る
こ
と
も
難
し
く
な
り
ま
す
。

 

私
の
自
治
会
で
は
、
若
い
世
代
の
役
員
が
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
や
り
取
り
を
し
な
が
ら
、
盆
踊
り
で

の
出
店
の
内
容
を
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

出
店
に
加
え
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
呼
ぶ
な
ど
、

若
い
人
た
ち
の
発
想
で
行
事
の
形
が
少
し
ず
つ

変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
が
自
治
会
長
と
し
て
全
て
を
決
め
る
の
で

は
な
く
、
任
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
任
せ
る
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
役
員
自
身
も
楽
し
み
な
が
ら

関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
が
楽
し
く
な

け
れ
ば
、
楽
し
さ
は
周
り
に
伝
わ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
の
自
治
会
に
は
、
若
い
世
代
の
発

想
が
必
要
で
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
使
っ
た
情
報

発
信
な
ど
、
活
動
の
形
を
少
し
ず
つ
変
え
な
が

ら
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
次
の
世
代
に
引
き
継

い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会長 インタビュー
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子育て世代の思いが、

自治会をもっと身近に

　朝日町自治会の育成部副部長として、子育て世代も参加しやすい行事

としてハロウィンパーティーを企画した椎
し い き

木さん。企画に込めた思いや、

自治会に関わって感じた地域のつながりについて聞きました。

地域の声 インタビュー

朝日町自治会 椎木 さん

　子育て中の世帯として自治会の行事に参加したときに、「今度はぜひ子ど

もも連れて来てね」と声を掛けてもらうことがありましたが、小さな子ども

が楽しめる場は限られていました。「子育て世代も参加しやすい場を作りた

い」そんな思いを自治会長に相談したことから、企画が始まりました。

　小さな子どもがいる家庭や、引っ越してきて間もない家庭にとって、地域

に同じ年頃の子どもが住んでいるかどうかは分かりにくいものです。行事を

通じて親子同士が顔見知りになれば、地域で暮らす安心感につながります。

　私自身、地域の大人に見守られて育った記憶があり、自分の子どもにも、

そういった環境で育ってほしいと思っています。

　自治会に関わる前は、活動内容が分かりにくく、会費が何に使われている

のかすらよく分かっていませんでした。実際に関わってみると、街灯やごみ

ステーションの管理など、暮らしを支える活動をしていることを知りました。

　まずは行事に参加するだけでも、地域と関わるきっかけになります。でき

ることから関われば、自治会がもっと身近になると思います。

公式キャラクターを制作中自連協だより「ななかまど」をリニューアル

　自治会の取り組みを紹介する「ななかま

ど」が、より多くの人に見てもらえるよう、

カラー版にリニューアルされました。協議

会 HP でも読むことができます。

これからの 3つの取り組み
公式Instagram で情報を発信

　創立 60 周年をきっかけとして、自治会

活動をもっと身近に感じてもらうための公

式キャラクターを制作中です。今後の登場

をお楽しみに。

　各自治会の行事や協議会の活動を、公

式 Instagram で発信しています。お住まい

の地域のイベント情報などを知るきっかけ

として、ぜひご活用ください。

？ 親しみやすく

愛される

キャラクター

子どもが楽しめる場を作りたい

顔見知りが増える安心感

できる範囲で地域と関わる

お住まいの地域の自治会へは、右の二次元コードから加入の申し

込みができます。

朝日町自治会で行われたハロウィンパーティー

自治会に関心を持った方へ


